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資料資料資料資料３３３３    

小美玉市教育大綱（案）小美玉市教育大綱（案）小美玉市教育大綱（案）小美玉市教育大綱（案）    

         （ 平 成 27 年 度 ～ 平 成 29 年 度 ）  

 

【基本方針】             

   未 来 を 担 う 子 ど も た ち の 個 性 を 生 か し ， 豊 か な 心 と 創 造 性 を 育 む

と と も に ， 市 民 の 積 極 的 な 参 画 の も と ， 子 ど も か ら お 年 寄 り ま で す

べ て の 市 民 が ， 質 の 高 い 文 化 を 享 受 で き ， い つ で も ど こ で も 学 ん だ

り ，ス ポ ー ツ に 取 り 組 ん だ り で き る ま ち づ く り を 進 め る こ と に よ り ，

個 性 豊 か な 教 育 ・ 文 化 の ま ち づ く り を 目 指 し ま す 。  

 

 

【基本施策】 

 ① 学 校 教 育 の 充 実  

     幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の 豊 か な 心 と 個 性 ・ 創 造 性 を 育 み ， 確 か な

学 力 の 定 着 と 健 康 の 保 持 ・ 体 力 の 増 進 を 目 指 し ， 地 域 の 特 色 を

生 か し た 教 育 を 展 開 し ま す 。  

     ま た ， 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り な が ら ， い じ め や 不 登 校 ， 児

童 虐 待 な ど へ の 対 応 や 家 庭 教 育 の 充 実 を 図 る と と も に ， 登 下 校

時 の 安 全 対 策 を 推 進 し ま す 。  

     さ ら に ， 食 育 を 通 じ て ， 食 へ の 理 解 を 促 進 す る と と も に ， 地

域 の 農 産 物 な ど を 活 用 し た 安 全 で お い し い 給 食 の 提 供 に 努 め ，

併 せ て 学 校 給 食 施 設 の 合 理 的 な 運 営 を 図 り ま す 。  

     学 校 施 設 な ど に つ い て は ， 良 好 な 教 育 環 境 が 維 持 で き る よ う

耐 震 改 修 や 学 校 の 規 模・配 置 の 適 正 化 を 含 め た 整 備 を 図 り ま す 。 

 

 ②  生 涯 学 習 の 充 実  

     市 民 誰 も が 生 涯 を 通 じ て ， い つ で も ど こ で も 気 軽 に 学 習 で き

る 環 境 づ く り を 目 指 し ， 生 涯 学 習 活 動 の 拠 点 施 設 と な る 公 民

館 ・ 図 書 館 な ど の 充 実 を 図 る と と も に ， 施 設 の ネ ッ ト ワ ー ク 化

を 図 り ま す 。  

     ま た ， 市 民 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 し た 各 種 講 座 の 開 設 や 団

体 ・ 指 導 者 の 育 成 な ど ， 生 涯 学 習 活 動 の 充 実 を 図 り ま す 。  
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 ③  芸 術 ・ 文 化 の 振 興  

     市 民 誰 も が 使 い や す く ， 気 軽 に 芸 術 ・ 文 化 に 触 れ る こ と が で

き る よ う ， 文 化 施 設 の 連 携 と 機 能 分 担 を 図 り ， 市 民 が 主 体 的 に

参 加 で き る 「 場 」 と 「 機 会 」 の 提 供 に 努 め ま す 。  

     さ ら に ， 文 化 団 体 な ど の 育 成 ・ 支 援 に 努 め る と と も に ， 市 民

が 一 体 と な っ て 参 加 で き る よ う な 芸 術 文 化 交 流 事 業 を 推 進 し ま

す 。  

     ま た ， 地 域 文 化 を 次 世 代 に 残 す た め ， 文 化 財 の 保 護 や 伝 統 芸

能 の 継 承 に 努 め ま す 。  

 

 ④  ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン の 振 興  

     市 民 誰 も が ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン に 親 し み ， 健 康 で い

き い き と 暮 ら せ る よ う ， 施 設 の 整 備 ・ 充 実 を 図 り ま す 。  

     ま た ， 市 民 の 一 体 化 を 図 る た め ， 全 市 民 が 参 加 で き る イ ベ ン

ト や ス ポ ー ツ 交 流 を 実 施 す る と と も に ， 地 域 ぐ る み の ス ポ ー ツ

活 動 の 積 極 的 な 支 援 に 努 め ま す 。  

     さ ら に ， 市 民 が 主 体 的 に 運 営 に 参 加 す る 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ

ク ラ ブ の 活 動 の 支 援 を 推 進 し ま す 。  

 

 ⑤  青 少 年 の 健 全 育 成  

     青 少 年 の 社 会 参 加 の 促 進 ，自 立 支 援 に 努 め る と と も に ，家 庭・

地 域 ・ 行 政 の 連 携 に よ り ， 青 少 年 が 健 全 に 過 ご せ る 地 域 づ く り

や ， 放 課 後 の 子 ど も の 居 場 所 づ く り を 推 進 し ま す 。  

     ま た ， 青 少 年 育 成 組 織 へ の 支 援 を 図 る と と も に ， 青 少 年 リ ー

ダ ー の 育 成 に 努 め ま す 。  
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大綱大綱大綱大綱のののの策定策定策定策定についてについてについてについて  

 

（法第１条の３第１項抜粋） 

地方公共団体の長は，その地域の実情に応じ，当該地方公共団体の教

育，学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」

という。）を定めるものとする。 

 

 

１．大綱の概要及び定義 

 ① 首長は，地方公共団体の教育，学術及び文化の振興に関する総合

的な施策について，その目標や施策の根本となる方針を定める。（詳

細な取り組みを策定するものではない）  

 ② 教育基本法に基づく国の教育振興基本計画における基本的な方針

を参酌し，地域の実情に応じて策定する。 

 ③ 大綱の策定，変更にあたっては，総合教育会議において協議が必

要。 

 ④ 大綱は公表しなければならない。 

 ⑤ 対象とする期間は，４年～５年程度を想定。（首長の任期４年，国の

教育振興基本計画の期間５年） 

 ⑥ 大綱の策定は，首長に対し教育委員会の職務権限に属する事務の

管理・執行する権限を与えるものではない。 

教育委員会は，法改正後も引き続き執行機関であるので，教育委

員会の所管に属する事務については，大綱に記載された事項を含

め，自らの権限と責任において，管理執行すべきものである。 

 

２．大綱の記載事項等 

 ① 首長の有する権限に係る事項についての目標や根本となる方針。

参 考  



- 4 - 

 

（例：学校の耐震化，学校の統廃合，少人数教育の推進，総合的な

放課後対策，幼稚園・保育所・認定こども園を通じた幼児教育・保

育の充実等） 

 ② 大綱は，教育行政における地域住民の意向をより反映させる等の

観点から，首長が策定する。（総合教育会議において，十分に協議・

調整を尽くすことが肝要。） 

 ③ 協議・調整のうえ，調整がついた事項を大綱に記載した場合，首

長及び教育委員会の双方に尊重義務がかかる。（目標を達成できなか

った場合でも尊重義務違反には該当しない。） 

 ④ 首長が，教育委員会と調整のついていない事項を大綱に記載して

も，教育委員会には尊重する義務はない。調整のついていない事項

の執行は教育委員会が判断する。 

 

３．教育振興基本計画，その他の計画との関係 

 ① 地方公共団体の教育振興基本計画や総合計画で，教育行政の方針

が示されている場合，当該計画をもって大綱に代えることと総合教

育会議において判断した場合には，別途，大綱の策定の必要はない。 

 ② 新たな首長が就任し，新たな大綱を定めた場合において，内容が

既存の教育振興基本計画等と大きく異なるときは，新たな大綱に即

した計画に変更することが望ましい。 
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